
新
島
襄
の
言
葉
竹
山
幸
男
革
学
校
教
諭
)

ハ
ハ
五
(
明
治
十
八
年
)
年
月
、
再
渡
米
し
た
際
、
静
養

先
の
ク
リ
フ
ト
ン
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
記
し
た
園
葉
の
一
つ
で
あ

る
ど
ん
な
学
生
で
あ
っ
て
も
大
切
に
す
る
新
島
の
学
生
(
鞭
)

観
は
、
愉
国
後
に
、
渡
米
中
、
退
学
処
分
を
受
け
た
生
徒
へ
思
い

を
は
せ
、
涙
を
流
し
胸
を
つ
ま
ら
せ
後
悔
し
つ
?
「
人
一
人
ハ

大
切
ナ
リ
」
(
全
集
一
、
-
 
0
七
頁
)
と
語
っ
て
い
る
姿
と
も
相
通

ず
る
も
の
が
あ
る

こ
の
よ
う
な
新
島
の
生
徒
観
の
根
幹
は
何
な
の
か
新
島
は
、

「
人
の
偉
大
さ
は
学
識
だ
け
で
な
く
私
心
(
自
分
の
欲
)
の
な
さ

に
現
^
る
。
多
く
学
ぶ
と
自
1
巳
中
心
的
に
な
り
が
ち
だ
。
十
字
架

上
の
キ
リ
ス
ト
に
目
を
向
け
、
キ
リ
ス
ト
の
生
き
方
か
ら
謙
虚
さ

を
学
ぴ
、
自
分
を
犠
牲
に
す
る
生
き
方
を
学
ぴ
た
い
」
(
全
集
七
、

一
百
◇
と
記
し
た
り
、
「
諸
君
ヨ
リ
先
生
々
々
と
日
ハ
ル
、

ヲ
悲
<
昨
年
一
度
我
ハ
諸
君
ノ
余
ヲ
先
生
卜
呼
フ
事
ナ
キ
ヲ
乞

ヘ
リ
ー
我
ハ
価
ナ
シ
只
夕
神
ノ
意
に
従
フ
ノ
ミ
(
玉
一
、
 
0

九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
白
ら
が
神
の
前
に
弱
く
て
小
さ
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
キ
リ
ス
ト
の
救
い
を
通
し
、
神
に
助
け
ら

れ
強
め
ら
れ
な
が
ら
歩
む
と
い
う
謙
虚
さ
が
、
新
島
の
生
き
方
の

基
本
に
あ
っ
た
。

黒
社
ノ
基
礎
ト
ナ
リ
又
夕
精
神
ト
ナ
ル
」
チ
ャ
ペ
ル
の
あ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
思
春
期
の
只
中
の
中
学
生
と
共
に
学
ぶ
教
員

の
人
と
し
て
、
新
島
の
抱
い
た
生
徒
へ
の
思
い
に
一
歩
で
も
近

づ
け
る
よ
う
に
、
日
々
祈
り
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
。
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最良の授業法
私がもう度教えることがあれば、クラスの中でもっともで

きない学生にとくに注意を払うつもりだそれができれぱ、

私は教師として成功できると硫イロする

く新島襄全集 7、330頁訳出は現代,吾で,売む新島襄

179頁>


